
プ
中｀

場 (

●

一目闘蘇
鰤
地
域
省
還
ネ
ル
ギ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
幸
！

現
在
、
地
球
温
暖
化

へ
の
対
応
が
世
界
の
重
要
課
題
と
な

っ

て
い
ま
す
。
地
球
温
暖
化
と
は
、大
気
中
の
温
室
効
果
ガ
ス

（二

酸
化
炭
素
、
フ
ロ
ン
、
メ
タ
ン
な
ど
）
の
濃
度
が
上
が
り
、
地

上
か
ら
出
る
熱
が
大
気
中
に
封
じ
込
め
ら
れ
て
気
温
が
上
昇
す

る
こ
と
で
、
そ
の
主
な
原
因
は
、
化
石
燃
料

（石
油
、
石
炭
、

天
然
ガ
ス
な
ど
）
の
燃
焼
に
よ
り
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素
の
増

加
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
球
の
平
均
気
温
は
、
１
８
９
０
年
か
ら
の
１
０
０
年
間
で

０
・６
度
上
が

っ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
だ
と
地
球
温
暖
化
の
影

響
で
１
０
０
年
後
に
は
、
最
低
１
・４
度
か
ら
最
高
５
・８
度
も

高
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

気
温
が
上
昇
す
る
と
北
極
や
南
極
な
ど
の
氷
が
解
け
、
海
面

上
昇
が
起
こ
り
、
標
高
の
低
い
と
こ
ろ
は
海
の
底
に
沈
ん
で
し

ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
集
中
豪
雨
や
台
風
が
増
え
、

洪
水
や
干
ば
つ
な
ど
自
然
災
害
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
、
農
業

な
ど
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
地
球
温
暖
化
に
対
処
す
る
た
め
、
各

国
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
目
標
を
決
め
た

「
京
都
議
定
書
」

が
採
決
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
の
削
減
目
標
は
平
成
２２
年
ま
で
に

平
成
２
年
比
で
マ
イ
ナ
ス
６
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。

本
町
と
し
て
も
、
事
業
者
を
含
め
住
民
と
と
も
に
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
現
在
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
つ
い
て
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
な
ど
を
ま
と

め
た

「高
森
町
地
域
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
中
で
、

そ
の
概
要
に
つ
い
て
は
３
月
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

広
報
た
か
も
り
で
も
今
月
号
か
ら

「環
境
ト
ピ

ッ
ク
ス
」
を

掲
載
し
ま
す
。
限
り
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
大
切
に
使
い
、

地
球
環
境
を
保
全
し
て
い
く
た
め
、　
一
人
ひ
と
り
が
省

エ
ネ
ル

ギ
ー

・
省
資
源
を
考
え
ま
し
よ
う
。

●

目
■
目
畿
》

■

■

ガ カ
後藤 優介さん

上色見・洗川 22歳

●お仕事

特別養護老人ホーム梅

香苑で介護の仕事をし

てます。

●趣味

映画鑑賞。サッカー。

●一番やりたいこと

整体。パ ンチパーマを

かけたい。

●理想のタイプ

清潔感のある人。大み

たいな人。

●

高森町の人口の動き
世帯数/2,709戸 (+1)
男 :3,593人 (-2)ノ /女 :3,975人 (+2)
総 数/7,568人 (± 0)

(平成17年 11月 30日 現在 )

蟷塚屁峰選饗量申習餞訃 漑 洟 圏鷹舅贔趾凩轟睫汰Ⅲ嗽蝙蘊はMMは餞瞼

茎 F年 明けましておめでとうございます。今年も広報たか

巧ワlも りをよろしくお願いします。

昨年 10月 1日 現在で実施された国勢調査の速報値が総務

省から公表され、高森町の総人口は 7,081人 (男 3,322人 、女

3,759人 )と 発表されました。これは前回 (平成12年 )に比べ

219人 (3%)の減、15年前の平成 2年 と比べると約 1,000人

減少 しています。
八年は 1人でも人口が増え、住んで良かったと思える町に

したいものです。

平成 18年 1月 5日 発行

発行/高森町役場 編集/企画財政課
〒869-1602 熊本県阿蘇郡高森町大字高森2168番地
TEL0967-62-111l FAX0967-62-1174
http://www.town.takamori.kumamoto.jp/
印刷/(株 )熊本新生社印刷
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プリキュアとアンパンマンが大好き
で毎日ビデオを見て踊ってます |お兄
ちゃん大好き,

2歳

父 太田  彰さん

母    夕佳さん
(高森・昭和)

マ`.ど
.1

: このあ

太田′心愛ちゃん

森林資源保護・自然保護のため、本誌は再生紙を使用しています。
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干

六

十

八

年

林 林業総合センター
人憩いの家
泉館

館
老
温

蓉
原
森

芙
河
高

芙
河
温

校学小
　
所

央
　
会

中
館
集

森
遊
町

高
朋
上

中
朋
上

醐
』騨|

J
癬:|

予

希ヽ
望
の
年

活

力

と
潤

い
あ

ふ

れ

る
０
ロ

嘉
町
に

新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平

成
十
八
年
の
新
年
を
健
や
か
に
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
は
、
過
疎
化
。少
子
化
が
進

む
中
、
草
部
南
部
小
学
校
、
草
部

中
学
校
が
高
森
東
小
学
校
、
高
森

東
中
学
校
と
そ
れ
ぞ
れ
統
合
し
、

新
し

い
ス
タ
ー
ト
を
切

っ
た
年

で
あ
り
ま
し

た
。　
以

降
、

順
調
な
学
校

生
活
が
送
れ

ま
し
た
こ
と

は
、
地
域

の

皆
様
方

の
ご

理
解
と
ご
協

力

の
賜
物

で

あ
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る

次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
本
町
は

「
野
の
花
と
風

薫
る
郷
」
を
キ
ヤ
ツ
チ
フ
レ
ー
ズ

と
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
が
、
観
光
施
設
も
数
多
く
あ

る
こ
と
か
ら
年
間
百
万
人
の
観
光

客
の
方
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
に
お
き
ま
し
て
、

中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
に
基
づ

き
整
備
を
進
め
て
お
り
ま
す

「
観

略(敬称り
ヽ

り
′

１

１

ヽ

■
エ

ヽ

光
交
流
セ
ン
タ
ー
」
が
本
年
３
月

完
成
予
定
で
あ
り
ま
す
。
観
光
情

報
発
信
の
拠
点
と
し
て
、
ま
た
地

域
の
方
々
の
交
流

・
観
光
客
と
の

交
流
拠
点
と
し
て
オ
ー
プ
ン
い
た

し
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
ま
し

て
人
の
流
れ
が
変
わ
り
、
街
な
か

に
以
前
の
賑
わ
い
が
取
り
戻
せ
た

ら
と
腐
心
し
、
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

町
行
政
の
経
営
は
、
国
の

「
三

位

一
体
改
革
」
に
よ
り
ま
し
て
厳

し
さ
を
増
す

一
方
で
あ
り
ま
す
が
、

現
在
行
財
政
改
革
を
進
め
安
定
し

た
経
営
が
で
き
ま
す
よ
う
に
プ
ラ

ン
を
策
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
今
後
と
も
皆
様
に
質
の
高

い

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
対

応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

す
べ
て
の
方
々
が
快
適
さ
と
豊

か
さ
を
等
し
く
感
じ
る
こ
と
の
で

き
る
よ
う

「
皆
様
の
力
と
私
の
情

熱
」
で
「
活
力
と
潤
い
あ
ふ
れ
る
高

森
町
」
を
実
現
さ
せ
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、
新
し
い
年
が
本

町
に
と
り
ま
し
て
、
更
な
る
飛
躍
に

つ
な
が
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
と

と
も
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

●●

●   ●

おくヤみもうにあげ
°
ます

2005年 11月 受付分 (敬称略)

ヽ

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返し>丹  秀人 山村サヨ子

山本 恭子 田上 浩尚

<一般寄付>本田フクミ

高森中学校バザー益金

高森寮バザー益金

■広報送料寄付

緒方 力男 (兵庫県姫路市 )

古後富久代 (福岡県中間市 )

工藤 絹子 (愛知県豊橋市)

E死亡者]

山村 静風

山本 六郎

芹口  勝

住吉タツエ

[御遺族]

山村サヨ子

山本 恭子

芹ロ トキエ

住吉 引士介

[年齢]

82

83

80

88

[住 所]

和

町

通

山

昭

横

旭

村

高 森

高 森

高 森

高 森
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阿
蘇
南
部
地
区
交
通
安
全
協
会

職
員
募
集

○
業
務
内
容

交
通
安
全
協
会
の
業
務
及
び
こ
れ
に
付

随
す
る
業
務

○
募
集
人
員

交
通
安
全
協
会
女
性
職
員
１
名

○
受
験
資
格

（す
べ
て
に
該
当
す
る
方
）

・
昭
和
５５
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
６３
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
女
性

・
高
森
町
ま
た
は
南
阿
蘇
村
に
居
住
し

て
い
る
こ
と

。
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す

る

こ

と

・
協
会
職
員
と
し
て
相
応
し
い
人
格
を

有
す
る
こ
と

○
日
　
時

２
月
１５
日

（水
）
午
前
８
時
～
正
午
頃

○
場
　
所

受
験
さ
れ
る
方
に
事
務
局
か
ら
直
接
連

絡
し
ま
す
。

○
内
　
容

一
般
常
識
、
文
書
作
成

（
ワ
ー
プ
ロ
ま

た
は
パ
ソ
コ
ン
使
用
）
、
作
文
、
面
接

〇
合
格
者
の
決
定

合
格
者
の
決
定
は
２
月
下
旬
の
予
定
で

す
。
合
否
に
か
か
わ
ら
ず
受
験
者
全
員

に
事
務
局
か
ら
文
書
で
通
知
し
ま
す
。

○
受
付
期
間

１
月
１６
日

（月
）
～
２
月
３
日

（金
）

○
申
込
方
法

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼
付
の
う
え
、

直
接
ま
た
は
郵
送
で
事
務
局
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
の
場
合
は
、
２
月
３
日
消
印
有

効

○
採
用
条
件

・
合
格
者
は
、
平
成
１８
年
４
月
１
日
か

ら
正
式
採
用
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

正
式
採
用
前
に
事
前
教
養
を
実
施
し

ま
す
。
（教
養
期
間
中
は
有
給
）

・
初
任
給
は
、
当
協
会
の
職
員
給
与
規

定
に
よ
り
ま
す
。

圏
お
申
し
込
み

・
お
問
い
合
わ
せ
先

阿
蘇
南
部
地
区
交
通
安
全
協
会
事
務
局

（高
森
警
察
署
内
）

ＴＥＬ
６
２
‐
０
１
１
０

（内
線
４
４
１
）

高
森
中
学
校
図
書
室
地
域
開
放

町
で
は
、
高
森
中
学
校
図
書
室
に
保
管

し
て
い
ま
す
町
所
有
の
図
書
の
貸
し
出
し

を
行

っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

○
開
館
日

毎
週
日
曜
日

●

新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
と

輝
き
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎

え

の
こ
と
と

お
慶
び
申

し

上
げ
ま
す
。

平
素

か
ら

町
政
並
び

に

町
議
会

に
対

し
ま
し
て
温

か
い
ご
理
解

と
ご
協
力
を

賜
り
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

本
年
も
さ
ら
な
る
町
発
展

の
た
め
、　
一
層
の
ご
支
援
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い

申
し
上
げ
る
次
第

で
ご
ざ

い

ま
す
。

さ
て
、
国
の
月
例
経
済
報
告

で
は
、
企
業
部
門
の
好
調
さ
が

家
計
部
門

へ
波
及
し
て
い
る

※
学
校
行
事
の
関
係
で
、
予
定
外
に
閉

館
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
図

書
室
前
の
掲
示
板
に
て
事
前
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

※
中
学
校
所
有
の
図
書
に
つ
き
ま
し
て

は
、
現
在

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
処
理
整

備
中
で
す
の
で
、
当
分
の
間
、
図
書

室
で
の
閲
覧
と
し
ま
す
。

○
開
館
時
間

午
前
９
時
～
午
後
４
時

○
貸
出
期
間

・
冊
数

２
週
間
以
内
で
、
１
人
５
冊
ま
で

○
そ
の
他

・
本
を
紛
失
し
た
場
合
、
原
則
と
し
て

現
金
賠
償
と
な
り
ま
す
。

・
保
険
証
や
免
許
証
な
ど
身
分
を
証
明

で
き
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

Ｌ
お
問
い
合
わ
せ
先

高
森
町
教
育
委
員
会

ＴＥＬ

６

２

‐

０

２

２

７

母
圭
Ｔ
重
訂
シ
十
高
森

町
議
会

（順
不
同
敬
称
略
）

・
　

　

〓

副
議
長
　
一▼
孝
＾

議

員
　
後
藤一森ヤ石

工

一

英
範

義
高

度
國

謙

ニ
着
護

博
昭

佐
伯

後
藤

本

ロ

▼
斐

山
室

宇
藤

全
也

わ
昭

生

一

直

ニ

鬼
尋

牧

奨
学
生
募
集

町
で
は
、
人
材
育
成
を
目
的
と
し
て
、

保
護
者
が
高
森
町
に
居
住
す
る

「高
校
生
」

及
び

「
大
学
生
」
を
対
象
に
、
奨
学
資
金

貸
し
付
け
の
募
集
を
行

い
ま
す
。
希
望
者

は
、
３
月
２５
日

（土
）
ま
で
に
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

咆
お
問
い
合
わ
せ
先

高
森
町
教
育
委
員
会

ＴＥＬ

６

２

‐

０

２

２

７

こ
と
か
ら
、
国
内
民
間
需
要
に

支
え
ら
れ
た
景
気
回
復
が
見
込

ま
れ
る
と
し
て
お
り
ま
す
が
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
雇
用
情
勢

な
ど
未
だ
に
厳
し
い
状
況
下
に

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
国
の

「
三
位

一
体
改

革
」
が
推
し
進
め
ら
れ
、
地
方

自
治
体
を
取
り
巻
く
状
況
も
ま

す
ま
す
厳
し
く
な
る

一
方
で
す

が
、
今
年
こ
そ
日
本
経
済
が
活

力
を
取
り
戻
し
、
希
望
の
持
て

る
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
切
に

願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

町
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

執
行
部
と
連
携
を
と
り
な
が
ら

行
財
政
改
革
な
ど
の
課
題
に
対

応
し
た
町
政
の
推
進
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
後
も
町
民
の
皆
様

の
要
望

を
十
分
に
反
映
す
る
中
で
、
時

代
に
即
し
た
議
会
運
営
を
目
指

し
、
住
民
福
祉
の
向
上
と
地
方

自
治
体

の
発
展
の
た
め
、
最
善

の
努
力
を
続
け
て
ま

い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、
皆
様

の
ご

健
康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

●   ●

24時間電話を通 して健康をお届けします。

藤 本 医 院

平 田 医 院

馬 原 内 科 医 院

立 野 病 院

寺 崎 医 院

南郷谷整形外科医院

渡 辺 内 科

◎ 1月 のテーマ

鰈月曜 日
子どもの肥満

揚火曜 日
骨粗髪症の新 しい知識

鮨水曜 日
こむらがえり(からすまが り)

夕木曜 日
老人の回の乾きについて

1月 15日

1月 22日

1月 29日

2月 5日

2月 11日

2月 12日

2月 19日

TEL 67-0020

TEL 62-0216

TEL 62-0646

TE1 68-0111

TEL 62-0378

TE1 62-3351

T肌 67-1777

0⌒
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休日在宅医診療は午前9時から午後5時まで



い
よ
い
よ

申
告
の
季
節
が

や
っ
て
き
ま
し
た

申
告
期
間

２
月
‐６
日
（木
）～
３
月
‐５
日
（水
）

フ
ェ
ア

コ̈
斉
〓
ヨ
”
ヨ
ｏ
諄ｏ

２
月
１０
日
（金
）
～
１２
日

（日
）
、
グ
ラ
ン

メ
ッ
セ
熊
本
で

「
第
３
回
環
境
＆
福
祉
ビ

ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア

〓

Ｆ
ｃ
ヨ
”
ヨ
ｏ
ざ
」
を
開
催

し
ま
す
。

環
境
や
福
祉
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
関
連
製
品
の
展
示
の
ほ
か
、
介
護
保
険
の

講
演
会
や
電
気
自
動
車
の
試
乗
会
な
ど
も

行

い
ま
す
。
ま
た
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ

ン
フ
ァ
ツ
シ

ョ
ン
シ
ョ
ー
を
は
じ
め
と

す
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り
だ
く
さ
ん
。

環
境
、
福
祉
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
関
連
製
品
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

画
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
産
業
支
援
課

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

３

３

‐

２

３

２

１

（就
職
サ
ポ
ー

ま
し
た

熊
本
県
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

し
ご
と
相
談

・
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
県

民
の
皆
さ
ん
の
就
職
を
支
援
す
る
た
め
、

「
キ
ャ
リ
ア

・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア

・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
と
は
、
職
歴
や
興
味

・
関
心
な
ど
を
整

理
し
、
自
分
に
あ

っ
た
職
業
選
択
や
、
自

己
Ｐ
Ｒ
法
の
習
得
、
効
率
的
な
就
職
活
動

の
進
め
方
を
考
え
る
お
手
伝
い
を
す
る
も

の
で
す
。
専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
時
間

を
か
け
て
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
出
産
・

育
児
で
ブ
ラ
ン
ク
が
あ

つ
て
就
職
に
自
信

が
な
い
方
、
就
職
活
動
が
う
ま
く
い
か
な

い
方
、
転
職
に
つ
い
て
悩
ん
で
い
る
方
な

ど
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
日
　
時

毎
週
月
曜
日
及
び
第
１
土
曜
日

午
後
１
時
～
午
後
７
時

第
３
日
曜
日

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

○
場
　
所

し
ご
と
相
談

・
支
援
セ
ン
タ
ー

（熊
本

市
手
取
本
町
８
‐
９
テ
ト
リ
ア
熊
本
ビ

ル
９
階
）

○
相
談
内
容

。
自
分
が
ど
ん
な
職
業
に
向
い
て
い
る

か
考
え
た
い

・
自
分
を
売
り
込
む
面
接
テ
ク
ニ
ッ
ク

を
学
び
た
い

。
履
歴
書
等
の
書
き
方
が
知
り
た
い

。
就
職
活
動
が
う
ま
く
い
か
な
い
原
因

を
考
え
た
い
　
な
ど

○
利
用
方
法

原
則
と
し
て
予
約
制

麟
お
申
し
込
み

・
お
問
い
合
わ
せ
先

し
ご
と
相
談

・
支
援
セ
ン
タ
ー

■
０
９
６
‐
３
５
５
‐
２
２
２
４

人
形
を
展
示
し
て
み
ま
せ
ん
か

例
年
、
３
月
に
各
地
で
春
を
呼
ぶ

「
阿

蘇
の
火
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
回
で
第
２２
回
を
迎
え
、
阿
蘇
の
火
ま

つ
り
を
代
表
す
る
火
文
字
焼
き
や
花
火

の
打
ち
上
げ
等
、
来
る
平
成
１８
年
３
月
４

日

（土
）
に

「
阿
蘇
ぶ
る
ま
い
」
と
題
し
、

阿
蘇
市
内
牧
に
あ
る
阿
蘇
市
阿
蘇
体
育
館

を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

そ
の
メ
イ
ン
会
場
に
、
阿
蘇
郡
市
内
で
お

住
ま
い
の
方
か
ら
ひ
な
人
形
を
集
め
い
ろ

い
ろ
と
飾
り
、
全
国
各
地
か
ら
集
ま
る
観

光
客

へ
脚
光
を
浴
び
せ
、
こ
の
時
期
の
風

物
と
し
て
華
を
添
え
て
い
た
だ
き
、
皆
さ

ん
と

一
緒
に
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
今
お
持
ち
の
方
で
貸
し
て
い
た

だ
け
る
方
、
譲

つ
て
く
れ
る
方
、
ま
た
不

要
に
な
り
処
分
に
困

っ
て
い
る
方
、
ど
な

た
で
も
結
構
で
す
。
皆
さ
ん
、
ご
自
慢
の

ひ
な
人
形
を
展
示
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

ど

し

ど

し

、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
受
付
期
間

平
成
１８
年
２
月
中
旬
ま
で

赳
お
問
い
合
わ
せ
先

阿
蘇
の
火
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

ＴＥＬ

０

９

６

７

‐

２

４

１

５

１

１

７

勤
務
嘱
託
職
員
採
用
試
験

○
試
験
区
分

阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合
南
部
火
葬
施

設

（南
阿
蘇
霊
照
苑
）
勤
務
嘱
託
職
員

○
受
験
資
格

昭
和
２０
年
１
月
１
日
か
ら
昭
和
５０
年

１２
月
３１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
普

通
免
許
を
所
持
さ
れ
る
方

○
試
験
日
及
び
試
験
地

平
成
１８
年
１
月
２６
日
（木
）

午
前
９
時

阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合
庁
舎
２
階
研
修
室

○
施
設
見
学

平
成
１８
年
１
月
２３
日
（月
）

午
後
２
時

○
勤
務
条
件
等

①
勤
務
を
要
す
る
日
数
は
火
葬
業
務
が
発

生
し
た
当
日
に
火
葬
業
務
を
行
い
ま
す
。

②
報
酬
は
月
額
１
５
５
，
０
０
０
円

程
度
。
（勤
務
を
要
す
る
日
数
に
よ

り
若
干
変
化
し
ま
す
）

○
採
用
予
定
職
種
及
び
人
員

火
葬
業
務
及
び
管
理
業
務
　
若
干
名

○
受
付
期
間

１
月
１０
日

（火
）
～
１
月
２０
日

（金
）

褥
応
募
書
類
の
受
取
先
・お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
阿
蘇
市
跡
ヶ
瀬
１
７
７
番
地

阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合
事
務
局
総
務
課

ＴＥＬ

０

９

６

７

‐
２

４

‐

５

１

１

１

※
試
験
の
合
否
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
で
き
ま
せ
ん
。

間違えやすい

要点をチェック !ギ厘聴‐螺稀‐艦ト
ー
贔

●)●

●   ●

夢綱
F■ 返品等の処理は正しくしてありますか。

繕   費
増築・拡張・用途変更のための模様替等のいわゆる資本的支出分は差し引きましたか。

(10万 円未満は必要経費)動力・光熱費、家事分は含まれていませんか。

同  上

生命共済掛金と住宅に係る建物更生共済の掛金が含まれていませんか。

(こ れらは確定申告書の所得控除欄で別途控除します)

減 価 償 耐用年数を経過した資産はありませんか。正しく計算されていますか。

収入金を手数料差引で計上 している方は、その手数料は計上できません。
できるだけ総額主義で計上 してください。

雇われた方の住所・氏名又は領収証はありますか。また、源泉所得税がかかる

人はいませんか。

‐
弓|― ホ斗堂

ロ子栞

■

1.家事分のあん分計算は正しくされていますか。
2.返済の元金は含まれていませんか。

1.家事分のあん分計算は正 しくされていますか。
2現物で支払った方は収入金の事業消費金額に計上されていますか。

永久資産の取得に対応する部分の除外は正しくされていますか。

1.前払・未払の計算は正 しくされていますか。
2.接待交際費の家事分 (冠婚葬祭等)は含まれていませんか。

前年の期末の棚卸高と一致 していますか。

数量・単価は間違っていませんか。

育成している果樹・畜産等の本年取得費 (種苗費・種付費・素畜費)と 育成費用 (定植費・

肥料費・農薬費・飼料費)が計上されていますか。(成熟時の時価では計上できません)

源泉徴収は正しく行われていますか。

最高 10万円です。ただし複式簿記で貸借対照表を提出する人は最高 65万 円で

す。
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‐
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税
務
広
報

●
こ
の
社
会
あ
な
た
の
税
が
生
き
て
い
る
一●

・■

■

.=‐
|‐ |・■| .|

第
２
回
阿
蘇
の
火
ま
つ
り
「阿
蘇

科 検 討 園 項

作 業 衣 料 費

農 業 共 済 掛 金

荷造運賃手数料

雇  人  費

地 代・ 貸 借 料

土 地 改 良 費

そ  の  他

農産物以外
の棚卸高

期 首

期 末

経費から差引く牛馬・

果樹等の育成費用

専 従 者 給 与

青 色 申告 控 除



一
　
」３
一　

　

　

　

　

■

，
≦

一
往

力
ん
Ｊ
　
〕
ノ

た
し
た
」
と
、
そ

で
も
が
し
て
い
た
の
で
は

る
習
慣
が
あ

速
機
で
訪
れ
る

に
よ

っ
て
最
上
の

し
を
演
出
す
る
。
数
万
年

も
続
く
、
原
始
人
類
の
悲
壮
な
ま

で
の
対
人
関
係
が
、
今
も
生
き
続

け
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

広
汎
な
ア
ジ
ア
の
国
々
は
、
け

た
た
ま
し
き
爆
竹

の
音
に
よ

っ

て
、
新
年
を
迎
え
ま
す
。
新
郎
新

婦
と
て
、
結
婚
式
場
そ
し
て
新
居

の
入
口
で
、
友
人
達
に
よ
る
爆
竹

の
洗
礼
を
う
け
る
の
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
爆
竹
の
破
裂
す
る
さ
ま

は
、
お
よ
そ
半
端
で
は
な
く
、
テ

ロ
と
間
違
わ
れ
る
と
し
て
、
禁
止

し
は
じ
め
た
国
が
で
て
き
ま
し

た
。
私
達
は
結
婚
式

の
習
慣
で
、

新
婦
は
白
無
垢
の
衣
装
で
登
場
し

ま
す
。
日
本
人
の
「白
色
」
観
は
、

「決
別
」
と
「新
生
」
で
あ
り
ま
し
よ

う
か
。
白
を
も

っ
て
、
嫁
ぎ
先
の

色
に
染
ま
り
ま
す
と
す
る
、
そ
れ

は
音
に
よ
る
驚
き
が
、
過
去
と
の

決
別
で
あ
り
、
音
が
悪
霊
を
祓
い
、

浄
め
ら
れ
た
心
に
幸
多
か
れ
と
願

う
心
は
、
自
無
垢
の
衣
装
が
意
味

す
る

「新
生
」
で
あ
り
ま
す
。

子
供

の
頃
、
冬
休
み
に
な
る

と
、
誰
し
も
が
は
な
垂
れ
小
僧
と

な
り
、
袖
口
で
拭
く
鼻
水
が
光
り

始
め
る
頃
に
、
ど
ん
ど
焼
き
に
使

う
孟
宗
竹
を
、
近
く
の
お
兄
ち
ゃ

ん
に
連
れ
ら
れ
、
通
び
ま
し
た
。

霜
ど
け
の
道
は
、
竹
葉
に
益
々
つ

く
泥
で
重
く
な
り
、
現
場
に
着
く

ま
で
に
何
度
も
涙
ぐ
み
、
止
め
て

帰
り
た
く
な

っ
て
も
、
お
兄
ち
ゃ

ん
の

一
言
で
、
子
供
達
だ
け
で
見

上
げ
る
ほ
ど
巨
大
な

「
や
ま
」
を

つ
く
り
あ
げ
ま
し
た
。
お
兄
ち
ゃ

ん
と
は
、
社
会
性
の
教
師
で
あ
り

ま
し
た
。
地
区
間
で
競
い
合
う
よ

う
に

つ
く
る
竹
や
ま
は
、

エ
ス

カ
レ
ー
ト
す
る
あ
ま
り
、
他
地
区

か
ら
の
攻
撃
と
な
り
、
見
張
り
番

が
、
寝
泊
ま
り
す
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
小
屋
と
て
有
る
わ
け
は
な

く
、
そ
の
や
ま
に
、
「
ご
ざ
」
と

「
わ
ら
」
で
こ
し
ら
え
た
、
寝
床

を
つ
く
る
の
で
あ
り
ま
す
。
今
思

え
ば
、
大
人
は
見
て
見
ぬ
ふ
り
を

し
、
決
し
て
口
出
し
も
手
伝
い
も

し
な
か
っ
た
、
そ
の
よ
う
に
し
て

学
び
、
こ
の
地
区
で
生
き
る
す
べ

を
、
教
わ

っ
た
様
な
き
が
し
ま
す
。

ど
ん
ど
焼
き
の
日
は
、
地
区
総

出
で
あ
り
ま
し
た
。
お
年
寄
り
が
、

そ
の
煙
を
吸
う
と
、
風
邪
を
ひ
か

な
い
と
言

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

は
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
事
実
で

あ
り
ま
す
。
竹
が
燃
焼
す
る
と
き

に
発
す
る
、
「
フ
ェ
ル
ト
ン
チ

ッ

ト
」
と
云
わ
れ
る
気
体
に
は
、
殺

菌
作
用
が
あ
る
か
ら
で
あ
り
ま

す
。
私
達
は
、
日
常
的
に
、
お
店

に
並

ぶ
刺
身

の
器
に
、
竹
と
か

檜
の
葉
、
南
天
が
印
刷
し
て
あ
る

の
を
み
ま
す
。
本
来
は
印
刷
で
は

な
く
、
そ
れ
ら
は
腐
敗
を
防
ぐ
効

果
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
り
ま

す
。高

森
、
「
初
市
」
の
風
に
あ
た

れ
ば
、
無
病
息
災
で
あ
る
そ
う
で

あ
り
ま
す
。
高
森
に
吹
き
下
ろ
さ

れ
る
風
に
は
、
や
が
て
芽
を
吹
こ

う
と
す
る
、
大
自
然

の
エ
ネ

ル

ギ
ー
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
り
ま

す
。平

成
十
七
年
、
信
頼
が
打
ち
ひ

し
が
れ
た
歳
で
あ
り
ま
し
た
。
孟

宗
竹
を
運
び
な
が
ら
、
近
所
の
お

兄
ち
ゃ
ん
が
教
え
て
く
れ
た
生
き

方
。
決
し
て
難
し
く
も
何
も
な
い
、

「善
と
悪
」
。
あ
た
り
ま
え
を
敢
え

て
教
え
学
ぶ
事
が
、
私
達
の
責
務

で
あ
り
ま
す
。
ど
ん
ど
や
、
孟
宗

竹
の
破
裂
す
る
大
音
響
が
悪
を
祓

い
、
社
会
正
義
が
日
本
を
創

っ
た

の
だ
と
信
じ
ま
す
。

遠
い
記
憶

た
発
砲
の
音
。

た
と
、
記
憶
し
て
い
ま
す
。
音
が

時
を
告
げ
、
変
化
を
告
げ
る
。
鐘

桜
を
配
し
た
古
代
都
市
。
そ
れ
は
、

鉦
で
も
、
太
鼓
で
も
、
音
が
す
る

も
の
。
「
除
夜
の
鐘
」
が
そ
う
で

あ
り
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
夕
飩
の
片

づ
け
を
終
え
た
頃
の
時
間
、
聞
こ

え
る
空
砲
に
、
子
供
心
に
恐
い
と

思
い
つ
つ
も
、
今
年
の
終
わ
り
を

知
り
、新
し
き
年
に
幸
多
か
れ
と
、

願

っ
た
も
の
で
し
た
。

音
を
も

っ
て
、
儀
礼
と
す
る
。

外
国
か
ら
の
賓
客
を
礼
砲
を
も

っ

て
迎
え
る
。
い
つ
頃
ど
の
国
か
ら

お
き
た
習
慣
な
の
で
し
ょ
う
。
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
は
、
世
界

中
に
そ
の
様
子
を
伝
え
、
最
上

の
儀
礼
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。
地
球
上
に
現
存
す
る
、
本

来
人
類
が
も

っ
て
い
た
こ
の
行
い

は
、
も
う
今
は
見
る
こ
と
が
出
来

な
く
な

っ
た
、
未
開
の
民
の
な
か

今
年
も
税
の
申
告
時
期
が
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
昨
年
中

（平
成
１７
年
１
月
１
日
か
ら
・２
月
３‐

日
ま
で
）
の
収
入
に
よ
る
所
得
税

・
贈
与
税
な
ど
の
国

税
と
、
町
県
民
税

。
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
申
告
を

し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
申
告
は

一
括
で
行

っ
て
い
た
だ
き
、
そ
の

所
得
金
額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
税
が
計
算
さ
れ
ま
す
。
申

告
を
さ
れ
な
い
と
所
得
証
明
等
各
種
証
明
が
発
行
さ
れ

な
い
ば
か
り
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
税
の
控
除
が
認
め

ら
れ
な
い
な
ど
不
利
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
申
告
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

税
の
申
告
が
必
要
な
方

▼
農
業
や
商
店
な
ど
の
個
人
事
業
者

（
１
千
万
円
を
超
え
る
売
上
げ
の
あ
る
方
は
、
平
成
１９

年
分
消
費
税
の
課
税
事
業
者
に
な
り
ま
す

）

▼
内
職
、
外
交
な
ど
の
事
業
者

▼
年
金
、
不
動
産
所
得
、
利
子
、
配
当
な
ど
が
あ
る
方

▼
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
給
与
等
以
外
の
収
入
が
あ
る
方

▼
昨
年
中
に
退
職
し
て
、
今
年
１
月
１
日
現
在
で
就
職

し
て
い
な
い
方

▼
雑
損
控
除
や
医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

▼
国
民
健
康
保
険
世
帯
の
方
で
障
害
者
年
金
や
遺
族
年

金
、
恩
給
な
ど
の
収
入
の
あ
る
方

申
告
に
つ
い
て
、
お
分
か
り
に
な
ら
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
阿
蘇
税
務
署
や
税
務
課
町
民

税
係
に
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

日
間
い
合
わ
せ
先

阿
蘇
税
務
署
　
ＴＥＬ
０
９
６
７
‐
２
２
‐０
５
５
３

税
務
課
町
民
税
係
　
ＴＥＬ
６
２
‐１
１
１
１

（内
線
１
６
４
・
１
６
５
）
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農業申壼熟鷲警

高
森
町
伝
統
芸
能
連
絡
協
議
会
会
長

田
　
研
　
一

`1.概算払金は計上 してありますか。

2.農協等の預金振込や入金の処理は正 しくされていますか。

3.売掛金は正 しく計上されていますか。
4.共販以外の庭先・市場販売等の計上漏れはありませんか。

5.雑収入は計上 してありますか。 (含消費税)
■`ど.

ヽ

家 事 消 費 金 額

事 業 消 費 金 額

1.期首の棚卸品の消費が漏れていませんか。本年生産物の数量 。家事消費単価

は正 しいですか。
2.現物で経費等を支払った農産物は計上されていますか。

3.生産 した農作物の家事 。事業消費は計上されていますか。

4.自 家用野菜は計上されていますか。

雑  収  入

1.農産物の被害等による共済金・リベー ト・事業分量分配金、各種補填金等の

収入が漏れていませんか。

2.事業用資金の利子が含まれていませんか。

3.土地や建物の売買代金や貸付料が含まれていませんか。

前年の期末棚卸高と一致していますか。

棚

期 首

期 末
1.数量・単価は正 しいですか。
2.期首数量 +生産数量―家事 。事業消費数量=期末棚卸数量になりましたか。

計 記載漏れ・計算誤 りがないか再度確認 しましたか。

租  税
1.家事費である所得税・住民税・健康保険税等の税金が含まれていませんか。

2.固定資産税のうち家事分のあん分計算は正 しくされていますか。

種  苗  費 育成費用又は棚卸品にしたものはわかりますか。

素  畜  費 同   上

肥  料  費 返品等の処理は正 しくされていますか。

飼  料  費 育成費用又は棚卸品にしたものはわかりますか。

農  具  費 1個又は 1組の取得価格が 10万 円以上のものが含まれていませんか。

農 薬 衛 生 費 返品等の処理は正 しくされていますか。
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火
災
か
ら
大
切
な
生
命
を
守
る
た
め
に

蝙 ″近
年
、
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
が
急
増
し
て
お
り
、
特
に
死
者
の

半
数
以
上
は
高
齢
者
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
死
に
至

っ
た
原
因
の

７
割
は
、
逃
げ
遅
れ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
で
は
火
災
警
報
器
設
置
の
義
務
化
に
よ
り
、
火
災
に
よ
る

死
者
数
は
２１
年
間
で
約
半
分
に
ま
で
減

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
日
本
で
は
、
大
規
模
な
共
同
住
宅
な
ど

一
部
の
住
宅
だ
け

設
置
が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、　
一
戸
建
住
宅
や
小
さ
な
ア
パ
ー

ト
で
は
、
ほ
と
ん
ど
取
り
付
け
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
平
成
１６
年
６
月
の
消
防
法
改
正
に
よ
り
、

平
成
１８
年
６
月
１
日
か
ら
新
築
住
宅
に
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
化

さ
れ
ま
す
。
（既
存
住
宅
に
つ
い
て
も
、
市
町
村
の
条
例
に
よ
り
義
務
化

さ
れ
る
予
定
で
す
）

鼈

火
災
警
報
器
と
は
？

盪

火
災
警
報
器
は
、大
き
く
分
け
る
と
「煙
」
に
反
応
す
る
タ
イ
プ
（煙
式
）

と

「熱
」
に
反
応
す
る
タ
イ
プ

（熱
式
）
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
煙
式
に
は
光
電
式
と
イ
オ
ン
式
が
あ
り
ま
す
。
設
置
す
る
場
合

は
、
煙
式

（光
電
式
）
の
も
の

（台
所
の
コ
ン
ロ
付
近
は
熱
式
の
も
の
）

が
よ
い
で
し
ょ
う
。

史芸

盤一一一】鞭
轟
の
或

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す

目
　
裏
金
ど
ま
ァ
持
た

っ
さ
ん

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
も
知
ら

つ
さ
ん

時
の
流
れ
　
嫁
に
合
わ
せ
て
噛
じ
る
パ
ン

手
当
た
り
次
第
　
衝
動
買
い
で
火
の
車

一
空
模
様
　
ま
た
潮
時
と
咬
み
合
わ
ん

空
模
様
　
仕
事

ッ
の
手
順
惑
わ
す
る

拍
子
抜
け
　
梯
子
車
ま
で
も
来
と
る
ボ
ヤ

く
そ
真
面
目
　
銭
ン
貯
む
る
為
生
き
と
ら
す

日
向
ぼ
っ
こ
　
余
生
楽
し
む
共
白
髪

拍
子
抜
け
　
も
う
お
遊
戯
は
終

っ
と
る

十

ノ
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田
上
黙
公
子

馬
原
　
馬
笑

渡
辺
　
雲
海

森
川
そ
よ
子

岡
本
　
琴
司

林
　
　
不
忘

後
藤
　
信
子

桐
原
　
白
酔

上
井
加
根
女

後
藤
　
愛
子

ヽ

１

′

ノ

（選
）

●

時
の
流
れ
　
野
菜
の
旬
が
分
り
ゃ
せ
ん

日
向
ぼ
っ
こ
　
話
題
は
医
者
と
薬
だ
け

空
模
様
　
公
民
館
で
紅
葉
狩
り

風
邪
を
引
き
妻
に
感
謝
の
お
茶
を
飲
む

予
期
せ
ざ
る
年
末
寒
波
と
ま
ど
い
て

祖
母
の
山
初
冬
の
日
差
し
浴
び
て
お
り

落
水
も
細
り
し
藪
の
鳥
瓜

晩
秋
の
空
に
町
旗
と
日
の
丸
と

外
は
雪
転
ぶ
恐
さ
に
こ
も
り
け
り

松
山
キ
ヨ
子

佐
藤
多
可
雄

浦
塚
　
南
天

甲
斐
　
康
利

甲
斐
し
ず
子

甲
斐
し
ず
枝

熊
谷
　
つ
子

野
尻
　
里
女

野
尻
　
美
穂

※市町村の条例によって義務設置場所が異なることがありますので、最寄りの消防本部、
消防署に確認しましょう。

給
拿
調
理
従
事
員

■ ‐■■

○募集人員

1名

○任用期間

採用日から平成 19年 3月 31日 まで

○業務内容

色見保育園給食調理業務

○勤務条件

高森町一般職の非常勤職員の任用等に関する要綱に

よる。

○資  格

調理師の資格を有し、高森町に在住する者で、昭和

25年 4月 2日 から昭和61年 4月 1日 までに生まれた者

○申込方法

履歴書1部 (様式は間わない)に写真貼付のうえ、「非

常勤職員募集」と封筒に朱書きし、郵送または直接

お申し込みください。

○申込締切

平成 18年 1月 31日 (火)※当日消印有効

○申 込 先

〒869-1602

阿蘇郡高森町大字高森 2168番地

高森町役場 保健福祉課 福祉係

○試験方法

面接試験

○試 験 日

応募者に別途通知します。

徊お問い合わせ先

保健福祉課福祉係 ■L62-1111(内 線 121)

1階以外に寝室

が あ る場 合 に

は、階段にも取

り付ける必要が

あります。

火災警報器は、少

なくとも住居内の寝

室にあたる部屋に取

り付けましょう。
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個
人
事
業
者
の
方
ヘ

個
人
事
業
者
の
方
で
、
平
成
１５
年
分
の
収
入
金
額

（課

税
売
上
高
）
が
１
千
万
円
を
超
え
て
い
た
方
は
、
平
成
１７

年
分
は
消
費
税
の
課
税
事
業
者
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
１８

年
３
月
３１
日
ま
で
に
消
費
税
の
確
定
申
告
と
納
付
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

な
お
、
課
税
事
業
者
の
納
付
す
る
消
費
税
額
は
、
課
税

期
間
の
売
上
げ
に
対
す
る
消
費
税
額
か
ら
仕
入
れ
や
経
費

に
含
ま
れ
る
消
費
税
額
を
控
除

（仕
入
税
額
控
除
）
し
て

計
算
し
ま
す
か
ら
、
売
上
げ
、
仕
入
れ
な
ど
に
係
る
取
引

に
関
す
る
事
項
を
記
録
し
た
帳
簿
及
び
請
求
書
等
の
書
類

の
保
存
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
仕
入
税
額
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
簡
易
課

税
制
度
を
選
択
し
た
場
合
を
除
き
、
取
引
事
実
を
記
録
し

た
帳
簿
に
加
え
、
取
引
先
か
ら
受
け
取
っ
た
請
求
書
等
も

保
存
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
帳
簿
等
の
保
存
期
間
は
、
そ
の
課
税
期
間
の

確
定
申
告
期
限
の
翌
日
か
ら
７
年
間
で
す
。

消
費
税
に
つ
い
て
お
分
か
り
に
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
阿
蘇
税
務
署
や
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

Ｍ
お
問
い
合
わ
せ
先

阿
蘇
税
務
署
　
ＴＥＬ
０
９
６
７
‐
２
２
‐
０
５
５
１

税
務
相
談
室
　
■
０
９
６
７
‐
２
２
‐
０
５
５
９

１
１
０
番
の
正
し
い
利
用
に
つ
い
て

１
月
１０
日
は

「
１
１
０
番
の
日
」
で
す
。
県
民
の
方
々

か
ら
寄
せ
ら
れ
る
１
１
０
番
通
報
は
、
事
件

・
事
故
の
早

‐
期
解
決
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

０
１
１
０
番
は

「緊
急
時
の
通
報
用
」
の
電
話
で
す
。

・
事
件

・
事
故
等
の
緊
急
時
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

・
相
談
や
照
会
な
ど
急
が
な
い
用
件
は
、
警
察
相
談
電

話

（♯
９
１
１
０
）
ま
た
は
最
寄
り
の
警
察
署
に
電

話
し
て
く
だ
さ
い
。

※
♯
９
１
１
０
は
プ
ツ
シ
ュ
ホ
ン
回
線
し
か
使
え
ま
せ
ん
。

０
１
１
０
番
す
る
と
き
は

。
な
に
が
…
…
何
が
あ

っ
た
か

（事
件
か
、
事
故
か
）

・
い
　
つ
…
…
何
時
こ
ろ
あ

っ
た
の
か

。
ど
こ
で
…
…
発
生
し
た
場
所
は
、
日
標
は

等
を
落
ち
着
い
て
話
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
必
要

な
こ
と
は
係
員
が
お
尋
ね
し
ま
す
。

０
１
１
０
番
通
報
時
の
心
が
け

。
た
め
ら
わ
ず
、
素
早
く

警
察
官
の
早
い
現
場
臨
場
が
、
事
件
解
決
の
ポ
イ
ン

ト
で
す
。

・
事
件

・
事
故
の
現
場
を
詳
し
く

１
１
０
番
通
報
は
、
ど
の
地
域
か
ら
で
も
す
べ
て
警

察
本
部

へ
か
か
り
ま
す
。

●

洗
濯
物
を
ス
ト
ー
ブ
で
乾
か

す
こ
と
は
や
め
ま
し
よ
う

ス
ト
ー
ブ
は
、
寒
い
季
節
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
が
、

そ
の
上
で
洗
濯
物
を
乾
か
す
な
ど
の
間
違

っ
た
使
い
方
を

す
る
と
火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ス
ト
ー
ブ
で
暖
ま

っ
た
空
気
は
上
に
昇
り
ま
す
が
、
こ

の
空
気
の
流
れ
が
洗
濯
物
を
揺
ら
し
た
り
し
て
ス
ト
ー
ブ

の
上
に
落
と
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

も
し
、
新
し
く
暖
房
器
具
を
買
い
換
え
る
場
合
は
、
温

風
ヒ
ー
タ
ー
な
ど
の
よ
り
安
全
な
も
の
を
お
勧
め
し
ま

す
。

渕

ど
こ
に
取
り
付
け
れ
ば
い
い
の
？

鰤

火
災
警
報
器
の
基
本
的
な
取
り
付
け
場
所
は
、
少
な
く
と
も
寝
室
と
、

寝
室
が
２
階
な
ど
の
場
合
は
階
段
に
も
設
置
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

（寝
室
が
１
階
の
場
合
は
、
１
階
階
段
や
廊
下
へ
の
設
置
義
務
は
あ
り
ま

せ
ん
）

取
り
付
け
位
置
は
原
則
と
し
て
天
丼
ま
た
は
壁
に
設
置
、
階
段
も
同

様
に
取
り
付
け
ま
す
。

ま
ず
寝
室
と
し
て
使
用
す
る
部
屋
、
避
難
経
路
と
な
る
廊
下
や
階
段

に
設
置
し
、
必
要
に
応
じ
て
他
の
部
屋
に
も
設
置
す
る
と
、
さ
ら
に
安

心
で
す
。

は

ど
こ
で
買
え
ば
い
い
の
？

晰

火
災
警
報
器
は
、
消
火
器
な
ど
と
と
も
に
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

も
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
火
災
警
報
器
の
品
質
を
保
証

す
る
も
の
に
、
日
本
消
防
検
定
協
会
の

鑑
定
が
あ
り
ま
す
。
火
災
警
報
器
購
入

の
目
安
と
し
て
下
記
の
よ
う
な
Ｎ
Ｓ

マ
ー
ク
が
付
い
て
い
る
も
の
を
選
び
ま

・し
よ
つヽ
。

鱚

悪
質
な
訪
間
販
売
等
に
ご
注
意
！
　
一

最
近
、
悪
質
な
訪
問
販
売
に
よ
つ
て
無
理
や
り
火
災
警
報
器
や
消
火

器
を
買
わ
さ
れ
た
り
す
る
被
害
が
増
え
て
い
ま
す
。
消
防
署
や
市
区
町

村
が
直
接
、
住
宅
用
防
災
機
器
等
を
販
売
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

饉
お
問
い
合
わ
せ
先

（財
）
日
本
消
防
設
備
安
全
セ
ン
タ
ー
　
住
宅
用
火
災
警
報
器
相
談
室

Ｌ
０
１
２
０
‐
５
６
５
‐
９
１
１

（受
付
時
間
は
土
、
日
及
び
祝
祭
日
を
除
く
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
の

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
）

●  ●
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一般的には、日常の

喫煙で作動するようなこ

ります。

とはありませんが、火災警報

器に直接煙をかけるようなこ

とがあれば、警報を発する場

キッチンヘ取り付ける

ない場所に取り付け

場合は調理のときに換気を

おこなわないと誤作動の原因

となることがあります。
また「煙式」を取り付ける場合
には、調理のときに、煙や水蒸

るよう、注意しましょう。

注意

注意

天丼へつけるときは、ここに注意。

|ま りの
ない場合

60o
はりの

ある場合

,主意 :火災警報器の中心 (感知部)を壁から60cm以上離して取り付けます。

天丼にはりがある場合には、火災警報器の中心から60cm以上離します。

)主意 :天丼から15～ 50cm以内に火災警報器の中心(感知部)が くるようにします。

壁の取り付けはここがポイント。

15～50cm以内

7 TAKAMoRT ro\rN-2006.1

知
っ
て
お
き
た
い

情

報

揚聰

阿
蘇
広
域
消
防
本
部
　
南
部
分
署
　
ＴＥＬ
６

‐―‐２
・
９
０
３
４

※
火
災
・救
急
・
救
動
な
ど
の
繁
急
の‐
場
合
は
１
１
９
番
ヘ

末災警報器の取り1寸け方 例

●

「

コ

懸コ

60cm以上

壁掛けタイ
の場合

‥

骰炒´



◎
保
育
所
へ
入
所
で
き
る
基
準

保
育
所

へ
入
所
で
き
る
児
童

は
、
両
親
い
ず
れ
も

（両
親
と
別

居
し
て
い
る
場
合
に
は
児
童
の
面

倒
を
み
て
い
る
方
）
が
次
の
い
ず

れ
か
の
事
情
に
あ
る
場
合
で
す
。

①
家
庭
外
労
働

②
家
庭
内
労
働

③
母
親
の
出
産
等

④
親
の
疾
病
等

⑤
病
人
の
看
護
等

⑥
家
庭
の
災
害

⑦
そ
の
他
児
童
が
保
育
に
欠
け
る
事

情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

◎
入
所
申
込
方
法

申
し
込
み
時
に
次
の
書
類
を
ご

提
出
く
だ
さ
い
。
各
種
用
紙
は
役

場
保
健
福
祉
課
、
各
出
張
所
及
び

各
保
育
園
に
ご
用
意
し
て
い
ま
す

の
で
、
事
前
に
お
受
け
取
り
の
う

え
ヽ
必
要
事
項
を
記
入
し
て
申
し

込
み
時
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

①
入
所
申
込
書

（児
童
１
人
に
対
し
１
枚
）

②
家
庭
状
況
申
告
票

※
自
営
業

（農
林
業
な
ど
）
の
方
、

ま
た
重
度
障
害
者
や
病
人
の
看

護
等
の
理
由
が
あ
る
方
は
、
就

労

・
看
護
証
明
書
に
記
入
し
、

地
区
民
生
委
員
の
証
明
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

※
会
社
等
事
業
所
に
勤
務
さ
れ
て

い
る
方
は
、
源
泉
徴
収
票
を
必

ず
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
パ
ー
ト
や
内
職
等
で
源
泉
徴
収

票
の
な
い
方
は
、
事
業
所
か
ら
必

一ず
就
労
（就
労
予
定
）
証
明
書
に

記
入
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
１７
年
１
月
２
日
以
降
に
他

の
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た
世

帯
は
、
平
成
１７
年
度
課
税
台
帳

記
載
事
項
証
明
書
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

◎
熊
本
県
多
子
世
帯
子
育
て
支
援

事
業
に
つ
い
て

こ
の
事
業
は
、
多
子
世
帯
の
保

育
料
を
軽
減
す
る
こ
と
に
よ
る
子

育
て
支
援
を
目
的
と
し
て
、
同

一

世
帯
の
３
人
目
以
降
の
お
子
さ
ん

●

が
３
歳
未
満
児
で
あ
れ
ば
、
そ
の

お
子
さ
ん
の
保
育
料
を
半
額
と
す

る
事
業
で
、
本
町
で
は
平
成
Ｈ
年

度
か
ら
こ
の
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、

１４
年
度
か
ら
、
同

一
世
帯

か
ら
保
育
園
に
３
人
以
上
同
時
に
入

所
し
て
い
る
世
帯
に
あ
っ
て
は
、
３

人
日
以
降
の
お
子
さ
ん
の
保
育
料
を

全
額
免
除
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
所
得
の
高
い
世
帯
な

ど
は
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

じ
ん

　

け
ん

か
ん
が

「女
性
で
あ
る
こ
と
」
を
理
由
と
し
た
差
別

日
本
で
は
、
男
女
の
同
権

・
平
等
が
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

例
え
ば
仕
事

の
場
面
な
ど
で
、
女
性
に
対
す
る
就
職
差
別
や
、

賃
金

・
昇
進
な
ど
の
男
女
格
差
が
依
然
と
し
て
残

っ
て
い
ま
す
。

「女
性
だ
か
ら
」
と
い
う
理
由
だ
け
で
、
そ
の
人
の
可
能
性
が

せ
いげ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
た
し

制
限
さ
れ
る
こ
と
は
、
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
私
た
ち

は
女
性
の
生
き
方
を
制
限
す
る
よ
う
な
世
の
中
の
仕
組
み
を
、
断

き

　

　

ど

り

ょ
く

ち
切
る
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

女
性
に
対
す
る
暴
力

女
性
に
対
す
る
暴
力
と
は
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク

・
バ
イ
オ
レ
ン

ス

（Ｄ
Ｖ
）
や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー

行
為
、
性
犯
罪
な
ど
を
い
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
弱
者
に
対
し
て

ぼ
う
り
ょ
く

　

こ
う

ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ょ
せ
い
け
い
し
　
　
　
　
　
お

ふ
る
わ
れ
る
暴
力
の
構
図
だ
け
で
は
な
く
、
女
性
軽
視
か
ら
起
こ

る
暴
力
で
、
女
性
の
人
権
を
著
し
く
侵
害
し
ま
す
。
決
し
て
許
さ

れ
る
行
為
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

き
ん
ね
ん
　
　
ほ
う
り
つ
　
　
せ
い

び
　
　
　
　
　
　
　
ひ

が
い
　
　
ぼ
う

し
　
　
　
ひ

が
い
し
ゃ

し

え
ん

近
年
、
法
律
が
整
備
さ
れ
、
被
害
の
防
止
や
被
害
者
支
援
の
た

め
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
引
き
続
き
、

こ
ん
ぜ
つ
　
　
む
　
　
　
　
し
ゃ
か
い
ぜ
ん
た
い
　
　
ど
り
ょ
く

そ
の
根
絶
に
向
け
、
社
会
全
体
で
努
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
？

私
た
ち
は
男
性

・
女
性
で
あ
る
前
に
、　
一
人
の
人
間
で
す
。

性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
、　
一
人
ひ
と
り
の
個
性
や
生
き
方
を
尊
重
し

だ
ん
じ

よ
び

よ
う
ど
う

　

し

ゃ
か
い
　
　
じ

つ
げ

ん

て
い
く
こ
と
が
、
男
女
平
等

の
社
会

の
実
現
に
つ
な
が
り
ま
す
。

じ

ょ
せ

い
　

　

じ
ん
け
ん
　
　
そ
ん
ち

ょ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
た
し
　
　

　

　

ひ
と
り

女
性
の
人
権
を
尊
重
す
る
に
は
、
ま
ず
私
た
ち

一
人
ひ
と
り

が
、
性
別
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
家
庭
や
職
場
で
相
手
を

対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
認
め
る
こ
と
が
重
要
で
、
そ
の
こ
と

だ
ん
じ

ょ
き

ょ
う
ど
う
さ
ん
か
く
し

ゃ
か
い

　

じ

つ
げ

ん
　
　
　
　
　
　
　
だ
い
い

っ
ぱ

が
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
さ
せ
る
第

一
歩
で
す
。

人
権
に
つ
い
て
考
え
る

●

●   ●

※都合により上記日程で入所申し込みができなかった場合は、 1月 31日 (火)まで保健福祉課福祉係窓口にて受け付けますので、事前に

ご連絡ください。期国内に連絡がない場合には入所できないことがありますのでご注意ください。

※平成 19年 3月 31日 をもつて、野尻保育園・河原保育園・草部北部保育園・草部保育園が廃園になり、平成19年 4月 1日 より統合保育園

として高森東保育園が開園予定です。

鋼お問い合わせ先 保健福祉課福祉係 ■L62‐ 1111(内 線 121)

国民年金だより

国民年金は、国が責任をもつて運営する公的年金制度です。日本国内に住所を有する20歳から

60歳までの人が加入することになつています。

国民年金の加入者 (被保険者)は次の3種類。①自営業者、学生などは第 1号被保険者に、②サ

ラリーマン、公務員は厚生年金や共済組合に加入すると同時に第 2号被保険者に、③第2号被保険

者に扶養されている配偶者 (妻・夫)は第 3号被保険者になります。

国民年金などの公的年金は、やがて必ず訪れる長い老後の収入を国が約束してくれる年金制度で

す。老後の所得保障だけでなく、さらに、病気やけがで障害が残ったときや、18歳未満の子どもを

残して父親が亡くなったときにも年金を支給して、思いがけない人生の「万一」もサポートします。

また、年金制度を社会経済と調和 した持続可能なものにして、制度に対する信頼を確保するために、

制度改正も行われました。所得水準に応 じた「多段階免除制度」や、若年の就業困難者に対する「納

付猶予制度」の導入など、国民年金保険料を納めやすいようにするための改正が行われ、順次実施

されることとなります。

加入手続きは、第 1号被保険者は市区町村役場で、第 3号被保険者は配

偶者の勤務先などを経由して行います。第 2号被保険者は厚生年金保険な

どの加入手続きに合わせて行うので、個別の手続きは必要ありません。

20歳 になったら忘れずに手続きを行ってください。

新成人の皆さん 国民年金の加入手続きをしましょう

高 森 保 育 園 90名

色 見 保 育 園 20名
1月 17日 (火 ) 10:00′ ンヽ15:00

キ
↑

′
一

手
↑

■
、

業

ン

総

タ

△
口
　
一

車 部 保 育 園 20名 1月 19日 (木 ) 10:00～ 12:00 草 部 保 育 園

野 尻 。河 原 ・

草部北部保育 園
30名 1月 19日 (木 ) 13:30ハ▼15:00 場

所

ル
又
匡
仄

４■
■Ｊ

町
出

森
尻

高
野

受 付 場 所受 付 時 間受 イ寸 日定 員名保  育
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町では平成 18年 4月 からの保育所の入所申込受付を行いますので、

希望される方は入所基準を確認のうえ申し込みを行ってください。薫威78年嗜
ヽ

ヽ

はお問い合わせ先

熊本東 社会保 険事務所

住民生活課国民年金係

TEL 096… 367‐ 2500
■L62-1111(内 線 132)



保

健

師
か
ら
あ
な
た
へ
の

継
続
は
力
な
り

孫′舟丘
″lr
'」 罐

`符

tι町
で
は
、
個
別
健
康
教
育
や
血
管
若
返

り
教
室
な
ど
の
健
康
教
育
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
健
康
教
育
は
、
約
６
ヶ
月
間
生
活

習
慣
の
改
善
に
取
り
組
み
、

「検
査
結
果
が
と
て
も
よ
く
な

っ
た
」

「
頑
張

っ
た
が
成
果
と
し
て
表
れ
な
か

っ

た
」

「う
ま
く
改
善
で
き
な
か

っ
た
」

な
ど
、
結
果
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
し
か
し
、

健
康
教
育
後
も
継
続
し
て
生
活
習
慣
の
改

善
に
取
り
組
み
、
そ
れ
が
習
慣
と
な
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

「
一
人
で
取
り
組
む
こ
と
は
難
し

い
の

で
、
み
ん
な
と

一
緒
に
取
り
組
み
た

い
」

と

い
う
声
が
き

っ
か
け
で
、
健
康
教
育
後

も
定
期
的
に
集
ま
り
、
健
康
に
つ
い
て
学

ぶ
場
と
し
て

『健
康
教
育
修
了
者

の
会
』

が
発
足
し
ま
し
た
。

人
は
時
間
が
経

つ
と
忘
れ
て
し
ま

い
、

一
人
で
は
元
の
生
活
習
慣
に
戻

っ
て
し
ま

い
が
ち
で
す
。
継
続
し
て
生
活
習
慣
の
改

善
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
み

ん
な
と

一
緒
に
自
分
の
体
の
状
態
を
確
認

し
、
健
康
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
ょ
う
。

健
康
教
育
修
了
者
の
会

高
森
・
色
見
地
区

【も
み
じ
会
】

○
場
　
　
所
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

○
次
回
開
催
　
１
月
２３
日

（月
）

草
部
地
区

【福
寿
革
の
会
】

○
場
　
　
所
　
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

○
次
回
開
催
　
２
月
２
日

（木
）

野
尻
地
区

【野
菊
の
会
】

○
場
　
　
所
　
朋
遊
館

○
次
回
開
催
　
３
月
３
日

（金
）

※
時
間
は
午
前
１０
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で

で
、
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

○
主
な
活
動
内
容

会

の
メ
ン
バ
ー
が
自
主
的
に
集
ま
り
、

保
健
師
や
栄
養
士
が
参
加
協
力
し
て
い
ま

す
。・

体
重

・
体
脂
肪

・
血
圧
測
定
、
間
診
等

・
「
日
頃
健
康
で
気
に
な

っ
て
い
る
こ
と
」

等
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

・
保
健
師
や
栄
養
士
に
よ
る
講
話

・
調
理
実
習

・
試
食
　
な
ど

○
参
加
し
て
い
る
方
の
声

。
無
理
を
し
な
い
程
度
に
や

っ
て
い
ま

●

●
す
。
会
費
が
い
ら
ず
、
来
れ
る
と
き

に
来
る
と

い
う
ス
タ
ン
ス
で
や

つ
て

い
る
の
で
苦
に
な
ら
な
い
。

・
み
ん
な
に
会
え
る
の
で
楽
し
ん
で
来

て
い
る
。

・
教
室
が
終
わ
る
と
気
が
抜
け
て
し
ま

い
継
続
の
難
し
さ
を
感
じ
た
。
し
か

し
会
に
参
加
し
て
、
み
ん
な
と

一
緒

に
頑
張
ろ
う
と
い
う
意
識
が
で
き
た
。

自
分
の
体
の
こ
と
や
健
康
に
つ
い
て
知

り
た
い
、
定
期
的
に
集
ま

っ
て
学
習
し
た

い
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
保
健
推
進
係

ｈ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
１
２
６
）

●

●

皆
さ
ま
こ
承
知
の
と
お
り
、
本
町
に
お
き
ま
し
て

も
、
国
の
三
位

一
体
改
革
の
中
厳
し
い
行
財
政
運
営

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。　
一
方
、総
務
省
は
「地

方
公
共
団
体
に
お
け
る
行
政
改
革
の
推
進
の
た
め
の

新
た
な
指
針
」
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
、
〈フ

後
の
行
政
改
革
の
た
め
の
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
現
在
そ
の
策
定
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
①
事
務
事
業
の
再
編
・整
理
、
廃

止
・統
合
②
民
間
委
託
の
推
進
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
検
討
を
加
え
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
下
記
の
２
項
目
に
つ
い
て
平
成
Ю
年
度
か

ら
実
施
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
の
改
革

は
、
地
域
の
お
住
ま
い
の
皆
さ
ま
に
負
担
を
お
か
け

す
る
こ
と
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
国

。
地
方

を
問
わ
な
い
厳
し
い
行
財
政
運
営
を
こ
理
解
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●

補
助
金
の
最
低
申
請
額
を
３
万
円
以
上
と
す
る

現
在
、
各
種
団
体
等

（
一
部
個
人
を
含
む
）
に
対

す
る
補
助
金
等
に
つ
い
て
は
下
限
の
設
定
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
平
成
１８
年
度
か
ら
１
件
あ
た
り

３
万
円
以
上
の
も
の
に
限
り
交
付
の
対
象
と
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
新
た
に
制
定
し
た

「高
森
町
補
助
金
等
交

付
規
則
」
に
よ
る
も
の
で
、
３
万
円
未
満
の
補
助
金

等
に
つ
い
て
は
各
種
団
体
等
で
ま
か
な

っ
て
い
た
だ

き
、
ど
う
し
て
も
町
か
ら
の
補
助
金
等
交
付
が
な
け

れ
ば
成
り
立
た
な
い
団
体
等
に
限
り
交
付
を
限
定
す

る
こ
と
と
し
た
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
補
助
事
業
の
効
果
検
証
や
事
業
内

容
の
チ
ェ
ッ
ク
、
終
期
の
設
定
な
ど
、
貴
重
な
税
金

か
ら
支
出
さ
れ
る
補
助
金
等
に
対
す
る
管
理
が
よ
り

適
正
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

指
定
管
理
者
制
度

の
導
入

公
の
施
設
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
従
来
町
の
直
営

ま
た
は
公
共
的
団
体
に
委
託
し
て
い
ま
し
た
が
、
平

成
１５
年
９
月
の
地
方
自
治
法
の
改
正
で
、
「
法
人

・

そ
の
他
の
団
体
」
（民
間
事
業
者
を
含
む
幅
広

い
団

体
）
を

「指
定
管
理
者
」
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
設
置
の
目
的
を
効
果
的
に
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
で
あ
れ
ば
、
議
会
の

承
認
を
得
て
指
定
管
理
者
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、
民
間
事
業

者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
公
共
施
設
に
活
用
す
る
こ
と
で
、

効
果
的

・
効
率
的
に
対
応
で
き
、
よ
り

一
層
の
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
、
経
費
の
削
減
が
期
待
で
き
ま
す
。

■

　

■

　

■

□材料 (1人分 )

玉ねぎ120g、 ベー

コン30g、 サラダ油

小さじ1、 塩こしょ

う少 、々マヨネーズ

大さじ1、 食バン1枚、

溶ろけるテーズ2枚

□作 り方

(1)玉ねぎは薄くスライスする。ベーコンは細切りにする。

②フライパンにサラダ油を入れ熱し、ベーコンを炒め

る。その中に玉ねぎも加えて、しんなりするまで炒

め、塩こしょう、マヨネーズを入れて和える。

③オーブントースターの受け皿にホイルを敷いて、食
パンをのせて②を広げる。その上に溶ろけるテーズ

をのせ、6～ 8分焼 く。

トーストじザ (国友なおみさんの作品)
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■
み
な
さ
ん
の
ま
わ
り
の
身
近
な
話
題
や
で
き
ご
と
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
企
画
財
政
課
企
画
係
　
□
６
２
‐
１
１
１
１
　
□
６
２
‐
１
１
７
４

切り干し大根づくり実演・体験会

受け継がれる伝統の技と
休暇村南阿蘇で「切 り干 し大根づ くり実演・体験

会」が行われました。

これは、失われつつある伝統を継承 し、地域活性

化に役立てようと行われたもので、本田末保 さん

(上色見・洗川)ら 5人の講師が、町内の主婦や観

光客など約50人 にていねいに指導。最初は不慣れな

包丁さばきの参加者たちも次第に上達 し、最後は見

事な切 り干し大根が竹に吊るされました。

飯食い祭り

250年の伝統を継承
大字色見の山鳥と井上地区に約250年伝わる伝統の

祭り「飯食い祭り」が山鳥集会所で行われました。

これは、農作物の豊作に感謝するとともに火伏せを

祈願した祭りで、今年は山鳥東組が山鳥西組 2人を接

待しました。 2人は高さ20セ ンチ以上はあるといわれ

る大盛りの大塔に挑戦。途中「夕立が来ました」の声

で、 ミノと笠を身に着けて挑みましたが、 さすがに全

部食べ切ることができず、最後は座元の皆さんで協力

して1食べt切 りました。

1l TAKAMORI TOWN-2006.1

阿蘇南部健康づくリグラウンドゴルフ大会

団体戦で見事優勝
あそ望の里 くぎので「第 5回阿蘇南部健康づく

リグラウンドゴルフ大会」が開催され、本町チー

ムが見事団体戦優勝を飾 りました。

《団体戦メンバー》

岩下 昭伯さん (高森・昭和 )

馬原 富雄さん (高森・旭通)

二子石 荘 さん (中
。峰の宿 )

松本 茂子さん (高森・昭和 )

小池サヨ子さん (高森・横町)

火の国杯争奪障害者グラウンドゴルフ大会

団体オープン戦で見事優勝
パークドーム熊本で「第 5回火の国杯争奪障害者

グラウンドゴルフ大会」が開催され、本町チームが

見事団体オープン戦優勝を飾りました。

大会には県内外から多数が参加。日頃の練習の成

果を競うとともに、お互いの交流も深めていました。

《団体オープン戦メンバー》

瀬田  1専さん (河原・市野尾)

後藤今朝治さん (上色見・前原)

後藤 幸廣さん (上色見・前原)

第29回 阿蘇郡市町村対抗駅伝大会

4人が区間賞獲得 総合第 3位

「第29回 阿蘇郡市町村対抗駅伝大会」が開催され、14区 間45.8kmの

コースを、各市町村選りすぐりのランナーたちが健脚を競いました。

本町チームは、宇藤康大選手、宇藤康博選手、三森隆寛選手、立

山宗一郎選手が区間賞を獲得。総合第3位 という結果でした。

なお、小国町が 5年連続 7度 目の総合優勝を飾りました。

肉用種牛3部で名誉賞首席受賞

勝木忠男さん (色見・小倉原)

熊本県家畜市場で「第37回 熊本県畜産共進会」

が開催され、勝木忠男さん出品の『みずき』が肉

用種牛 3部で見事名誉賞首席を受賞 しました。

これは、家畜の改良促進、畜産経営の安定、自

給飼料の増進 を推進 し、その意欲高揚を図ること

を目的に毎年行われているもので、本町からも肉

用種牛の部に 6頭、肉牛の部に 5頭、飼料作物の

部に 1点の出品がありました。

●  ●

●   ●

第
３３
回
全
日
本
空
手
道
選
手
権
大
会
出
場

立
山
詩
子
さ
ん
（帝
京
大
学
３
年
）

日本武道館で開催された「第33回全 日本空手道選

手権大会」組手個人戦に、熊本県代表として本町出

身の立山詩子さん (帝京大学 3年)が出場しました。

組手個人戦は各都道府県から 1人 しか出場で き

ず、立山さんは初出場。見事 1回戦を突破 しました

が、 2回戦で惜 しくも敗れました。
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《選手紹介》

蝙監    督

爾マネージャー

屁前    半

宇藤 康大

須藤 大樹

岩下 良治

は後    半

三森 隆寛

楢木野秀徳

立山宗一郎

高木 智可

目補    員

竹内 辰三

本川  宰

田所裕一朗

佐藤 修一

野尻 英樹

二子石諒太

東 可南子

後藤  亮

住吉 昭則

鳩野 博文

藤本 康雄

甲斐 裕輔

森  隆志

岩下 美樹

東 真理子

山村 隆博

大谷 正三

住吉 勝徳

宇藤 康博

谷川あずみ

杉田知栄子

野尻 卓郎

甲斐 美咲

二子石信太郎

相馬 優樹

Mlonthly Flash News
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